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第１章　植生遷移説の確認とススキの位置づけ
                                                           
　１．ススキ草原発生の遷移系列　
大迫はわが国の牧野研究を通じて、森林生態系の遷移系列を最初に手がけた研究者である。
図２－１は生態系の動きの中で、森林伐採後の二次遷移として現れるススキ、ハギ、ササなどが
どのような遷移を辿るかを大迫の説を基に描いたものである。大迫はイネ科の自然植生である
ススキについて、森林の伐採後に現れる先駆植物の一つであり、強度に利用されるとシバ・荒れ地
への遷移（退行遷移）をとるが、環境を傷つけるマイナス要因が除かれると、植生は再び森林に戻る
プラスの流れ（進行遷移）に戻るとしている。図ではこの過程を�で表現した。家畜用のまぐさ秣や
茅葺き用の素材が必要とされた時代には、ススキのステージを維持し、再生力を痛めないために
収穫は晩秋とすることや、侵入する灌木類を焼き払うなどの里山の管理が施されていた。
以上が、自然を甚だしく傷つけずに使っていた時代の植生遷移の姿である。ところが図に①の流れで
示した森林伐採で生まれたススキ草原は、1975年以降に始まった農業・森林開発事業による人工草地
や造林地への置き換り、また農村における生活習慣の変化からくる秣や茅葺き素材需要の落ち込みも
あって、茅を供給できる里山の原野植生がほぼ消滅してきた。


